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2 線式シリアル ・ インタフェース搭載システム ・ ハードウェア ・ モニタ 

概要

LM80 と互換性がある LM96080 は、 10 ビット ・ デルタ - シグマ
型 A/D コンバータを搭載したハードウェア ・ モニタで、 7 つの
正電圧とローカル温度を測定できます。 さらに、 2 個のファン
の速度を測定するほか、 I2C® インタフェース上でその他のハー
ドウェア監視も行います。 LM96080 に搭載されたシーケンサ
は、 すべての測定値に対してウォッチドッグ ・ ウィンドウ比較を
実行し、 値がプログラム済みリミット値を超えると割り込み出力が
アクティブになります。

LM96080 は特にリニア温度センサやデジタル温度センサとのイ
ンタフェースに適しています。 2.5mV の LSB ( 最下位ビット ) と 
2.56V までの入力範囲は、 LM94022 などのリニア ・ センサから
入力を受け入れる際に最適です。 LM73、 LM75、 LM56、
LM57、 LM26、 LM27、 LM26LV や、 別の LM96080 など、
デジタルまたはサーモスタット・センサからの入力としては、 BTI
が使用されます。 

LM96080 は、 I2C インタフェースの標準モード (Sm、 100kbps)
と高速モード (Fm、 400kbps) の 2 つの動作モードをサポートし
ています。 I2C デジタル制御ライン上にアナログ ・ フィルタを搭
載してノイズ耐性を改善し、 SDA と SCL に対する TIMEOUT リ
セット機能をサポートして I2C バスのロックアップを防止していま
す。 3 つの I2C デバイス ・ アドレス ・ ピンにより、 単一のバス上
で最大 8 個のデバイスに対応できます。

LM96080 は 3.0V ～ 5.5V の電源電圧範囲、 低消費電流、 I2C
インタフェースにより、 幅広いアプリケーションで理想的なデバ
イスとして動作します。 ( － 40) ℃≦ TA ≦＋ 125 ℃の温度範
囲での動作が保証されています。LM96080 は 24 ピンの TSSOP
パッケージで提供されます。

アプリケーション

■ 通信インフラ

■ サーバのシステム温度 / ハードウェア監視

■ 電気的テスト装置 / 機器

■ OA 機器

特長

■ ローカル温度検出

■ 10 ビットの分解能での 7 つの正電圧入力

■ 2 つのプログラム可能なファン速度監視入力

■ 2.5mV の LSB と 2.56V までの入力範囲

■ ケース開閉検出器入力

■ 監視対象となるすべての値のウォッチドッグ比較

■ LM26/27、 LM56/57、 LM73、 LM75 などの増設外付け温
度センサについて、 割り込みステータス ・ レジスタのステー
タスを示す個別の入力

■ I2C シリアル ・ バス ・ インタフェース対応、 標準モード 
(100kbps) と高速モード (400kbps) のサポート

■ 消費電力を最小限に抑えるシャットダウン ・ モード

■ プログラム可能な RST_OUT/OS ピン : RST_OUT はリセット 
出力を、 OS は過温度シャットダウン ・ イベントによってアク
ティブ化される割り込み出力を提供

■ LM80 とのソフトウェア / ピン互換

主な仕様

■ 総合無調整誤差 ± 1％FS (max)

■ 微分非線形性 ± 1LSB (max)

■ 電源電圧範囲 ＋ 3.0V ～＋ 5.5V

■ 消費電流 ( 動作時 ) 0.370mA (typ)

■ 消費電流 ( シャットダウン時 ) 0.330mA (typ)

■ A/D コンバータの分解能 10 ビット

■ 温度分解能 0.5/0.0625 ℃

■ 温度精度 ± 3 ℃ (max)

代表的なアプリケーション

I2C® はフィリップス社の登録商標です。

LM96080
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製品情報

Note: 1 レール輸送形態では、 1 レールにつき 61 個のデバイスが含まれま

す。

2 テープ＆リール輸送形態では、 1 リールにつき 2,500 個のデバイス

が含まれます。

ピン配置図

ピン説明

ピン番号 ピン名 ESD の構成 種類 説明

1 INT_IN デジタル入力
割り込み入力バー。 INT_IN 信号を LM96080 の INT
出力に伝えるためのアクティブ Low 入力です。

2 SDA デジタル I/O シリアル ・ バス双方向データ。 NMOS オープンドレイ
ン出力です。

3 SCL デジタル入力 シリアルバス ・ クロック。

4-5 FAN1、 FAN2 デジタル入力 ファン ・ タコメータ入力端子。

6 BTI デジタル入力
LM75 などの増設温度センサの過温度シャットダウン
(O.S.) 出力により駆動される基板温度割り込み。 この
ピンには 10kΩ のプルアップが内蔵されています。

7 GPI 
( ケース開閉 ) デジタル I/O

汎用入力ピン。 GPI は、 追加のアクティブ High 割り
込み入力ピン、 またはケース開閉イベントをラッチす
る外付け回路からのアクティブ High 入力として使用で
きます。 

8 GND グラウンド すべてのデジタル回路に内部接続されています。

9 V ＋ 電源
 ＋ 3.0V ～＋ 5.5V の電源。 10μF ( 電解またはタン
タル ) と 0.1μF ( セラミック ) のバイパス ・ コンデンサ
を並列接続してバイパスします。
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ピン説明 ( つづき )

ピン番号 ピン名 ESD の構成 種類 説明

10 INT デジタル出力

マスク不可割り込み ( アクティブ High、 PMOS、 オー
プンドレイン ) または割り込み要求 ( アクティブ Low、
NMOS、 オープンドレイン )。 INT_IN、 BTI、 または
GPI の割り込みが発生すると、 この出力ピンがアクティ
ブになります。

11
GPO 

(Power Switch
Bypass)

デジタル出力

この汎用出力ピンは、 外付けのパワー PMOS を駆動
してソフトウェア電源制御を可能にするためのアクティ
ブ Low の NMOS オープンドレイン出力です。 冷却
ファンの電源制御にも利用できます。

12
NTEST_IN/

RESET_IN
デジタル入力

NAND ツリーの基板レベルでの接続性テストを可能に
するアクティブ Low 入力。 NAND ツリーの接続がイ
ネーブルになると、 LM96080 はパワーオン状態にリ
セットされます。 

13 RST_OUT/OS デジタル出力

このピンは NMOS オープンドレイン出力です。
RST_OUT は、 このラインに接続されたデバイスに対
するマスタ ・ リセットを提供します。 OS は温度読み出
しウォッチドッグ専用です。

14 GNDA グラウンド

すべてのアナログ回路に内部接続されています。 
すべてのアナログ入力の基準グラウンドです。 最適な
性能を得るには、 このピンを低ノイズのアナログ ・ グラ
ウンド ・ プレーンに接続する必要があります。

15-21 IN6 ～ IN0 アナログ入力
フルスケール ・ レンジが 0V ～ 2.56V のアナログ入
力。

22 A0/NTEST_OUT デジタル I/O シリアル ・ バス ・ アドレスの最下位ビット。 NAND ツ
リー ・ テストの実行時は、 出力としても機能します。

23-24 A1 ～ A2 デジタル入力 シリアル ・ バス ・ アドレスの最上位 2 ビット。
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ブロック図



5www.national.com/jpn/

L
M

96080

絶対最大定格 (Note 1、 2)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。 

関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

ハンダ付けの仕様は、 www.national.com のプロダクト ・ フォル
ダと www.national.com/ms/MS/MS-SOLDERING.pdf をご覧くだ
さい。

動作定格 (Note 1、 2)

DC 電気的特性

特記のない限り、 以下の仕様値は＋ 3.0VDC ≦ V ＋≦＋ 5.5VDC、 IN0 ～ IN6、 RS ＝ 25Ω に対して適用されます。 太文字表記
のリミット値は TA ＝ TJ ＝ TMIN ～ TMAX に対して適用され、他のリミット値はすべて TA ＝ TJ ＝ 25 ℃に対して適用されます (Note 7)。

電源電圧 (V ＋ ) 6.0V

SCL、 SDA、 RST_OUT/OS、

GPI (CI)、 GPO、 NTEST_IN/
RESET_IN、 INT_IN、 FAN1、

FAN2 の電圧 ( － 0.3)V ～＋ 6.0V

他のピンの電圧 ( － 0.3)V ～ (V ＋＋ 0.3V)
および≦ 6.0V

(GND － GNDA) ± 300mV

各ピンの入力電流 (Note 3) ± 5mA

パッケージの入力電流 (Note 3) ± 30mA

最大接合部温度 (TJ max) 150 ℃

ESD 耐圧 (Note 5)

 人体モデル 3,000V

 マシン ・ モデル 300V

 帯電デバイス ・ モデル 1,000V

保存温度範囲 ( － 65) ℃～＋ 150 ℃

電源電圧 (V ＋ ) ＋ 3.0V ～＋ 5.5V

SCL、 SDA、 RST_OUT/
OS、 GPI (CI)、 GPO、

NTEST_IN/RESET_IN、

INT_IN、 FAN1、 FAN2 の 

電圧 ( － 0.05)V ～＋ 5.5V

他のピンの電圧 ( － 0.05)V ～ (V ＋＋ 0.05)V
および≦ 5.5V

|GND － GNDA| ≦ 100mV

VIN 電圧範囲 ( － 0.05)V ～ (V ＋＋ 0.05)V

電気的特性の温度範囲 ( － 40) ℃≦ TA ≦＋ 125 ℃

動作温度範囲 ( － 40) ℃≦ TA ≦＋ 125 ℃

接合部～周囲間の熱抵抗 (θJA (Note 4))

 NS パッケージ番号 : MTC24B 95 ℃ /W
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DC 電気的特性 ( つづき )

特記のない限り、 以下の仕様値は＋ 3.0VDC ≦ V ＋≦＋ 5.5VDC、 IN0 ～ IN6、 RS ＝ 25Ω に対して適用されます。 太文字表記
のリミット値は TA ＝ TJ ＝ TMIN ～ TMAX に対して適用され、他のリミット値はすべて TA ＝ TJ ＝ 25 ℃に対して適用されます (Note 7)。
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AC 電気的特性

特記のない限り、 以下の仕様値は＋ 3.0VDC ≦ V ＋≦＋ 5.5VDC に対して適用されます。 太文字表記のリミット値は 
TA ＝ TJ ＝ TMIN ～ TMAX に対して適用され、 他のリミット値はすべて TA ＝ TJ ＝ 25 ℃に対して適用されます (Note 14)。

FIGURE 1. Serial Bus Timing Diagram

Note 1: 絶対最大定格とは、 IC に破壊が発生する可能性のあるリミット値をいいます。 動作定格とはデバイスが機能する条件を示しますが、 特定の性能リミッ
ト値を保証するものではありません。 保証された仕様および試験条件については 「電気的特性」 を参照ください。 保証された仕様は 「電気的特性」
に記載されている試験条件においてのみ適用されます。 記載の試験条件下でデバイスを動作させないと、 いくつかの性能特性が低下することがあり
ます。

Note 2: 特記のない限り、 すべての電圧は GND を基準にして測定されています。

Note 3: いずれかのピンで入力電圧 (VIN) が電源電圧を超えた場合 (VIN ＜ (GND または GNDA) あるいは VIN ＞ V ＋ )、 そのピンの電流を 5mA 以下に制
限しなければなりません。 最大パッケージ入力定格電流が 30mA であるため、 電源電圧範囲を超えて 5mA の電流を流せるピン数は 6 本に制限さ
れます。 「ピン説明」 には、 寄生成分か ESD 保護回路またはその両方が示されています。

Note 4: 温度上昇時の動作では、 最大消費電力の定格を TJmax、 θJA、 TA ( 周囲温度 ) に従って下げなければなりません。 任意の温度における最大許 
容消費電力は、 PD ＝ (TJmax － TA)/θJA から求められます。

Note 5: 人体モデル (HBM) では、 直列抵抗 1.5kΩ を介して 100pF のコンデンサから各ピンに放電させます。 マシン ・ モデル (MM) の場合は、 200pF のコ
ンデンサから直接各ピンに放電させます。 帯電デバイス ・ モデル (CDM) は、 徐々に帯電したデバイス ( 例えば自動組立て装置内でフィーダを滑り
落ちる場合など ) が、 ピンを介して急速に放電する現象をシミュレートしています。

Note 6: リフロー温度プロファイルは鉛を含むパッケージと、 含まないものとで異なります。

Note 7: 「ピン説明」 表に示すように、 各入力および出力は GND に対して ESD 構成により保護されています。 入力電圧値が V ＋から＋ 0.3V 以内、 GND
から－ 0.3V 以内であれば、 LM96080 の損傷は生じません。 入力と電源レールとの間には寄生ダイオードが存在します。 これらのダイオードが、
50mV を超える電圧で順バイアスされた場合、 A/D コンバータによる変換に誤差が生じることがあります。 例えば、 V ＋＝ 4.50VDC の場合、 変換精
度を確保するには入力電圧は 4.55VDC 以下にする必要があります。

Note 8: 代表値 (Typical) は、 TJ ＝ TA ＝ 25 ℃で得られる最も標準的な数値です。 

Note 9: リミット値はナショナル セミコンダクターの平均出荷品質レベル (AOQL) に基づき保証されます。

Note 10: 総合無調整誤差 (TUE) には、 ADC のオフセット誤差、 ゲイン誤差、 直線性誤差が含まれます。

Note 11: リミット値は設計によって保証されています。

Note 12: 総監視サイクル時間には、 温度変換、 7 つのアナログ入力電圧変換、 2 つのタコメータ読み出しが含まれます。 変換レートの詳細については、 「12.0
レジスタおよび RAM」 に記載されたビット 0、 レジスタ 07h の説明を参照してください。

Note 13: 総ファン ・ カウントは、 ファン ・ タコメータ出力の 1 回転あたり 2 パルスを基準とした値です。

Note 14: タイミング特性は、SCL と SDA のエッジ・レートがほぼ同等の場合、シリアル • バス入力のロジック • レベル ( 立ち下がりエッジが VIN(0) ＝ 0.3 × V+、
立ち上がりエッジが VIN(1) ＝ 0.7 × V+) でテストされます。
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代表的な性能特性

特記のない限り、 以下の仕様値は＋ 3.0VDC ≦ V ＋≦＋ 5.5VDC に対して適用されます。 太文字表記のリミット値は 
TA ＝ TJ ＝ TMIN ～ TMAX に対して適用され、 他のリミット値はすべて TA ＝ TJ ＝ 25 ℃に対して適用されます (Note 14)。

I+ vs. V+

I+ vs. V+ (Temperature Conversion)

TUE

I+ vs. V+ (Voltage Conversion)

I+ vs. V+ (Shutdown)

Temperature Accuracy
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機能説明

1.0 概要

LM96080 は、 7 つのアナログ入力、 温度センサ、 デルタ - シ
グマ型 ADC (A/D コンバータ )、 2 つのファン速度カウンタ、 
ウォッチドッグ ・ レジスタ、 各種の入出力を単一つのチップ上に
搭載しています。 2 線式シリアル ・ バス ・ インタフェースも備え
ています。 LM96080 は、 さまざまなコンピュータ ・ システムの
電源、 温度、 ファンの監視を実行できます。 また、 LM80 との
ピン / ソフトウェア下位互換を確保しています。

LM96080 では、 LSB ( 最下位ビット ) が 2.5mV の重み付けで 
アナログ入力を 10 ビットの分解能に継続的に変換し、 入力範
囲は 0V ～ 2.56V となっています。 アナログ入力 IN0 ～ IN6
は、 一般的な通信インフラ ・ システムに搭載された複数の電源
に接続されます。 温度は 9 ビットまたは 12 ビットの 2 の補数に
変換可能であり、 分解能はそれぞれ 0.5 ℃ /LSB または 
0.0625 ℃ /LSB です。

ファン入力は、 ファン故障インジケータとタコメータ信号のいず
れにも対応できるようにプログラム可能です。 さらにファン故障
信号は、 アクティブ High とアクティブ Low のいずれにもプログ
ラム可能です。 ファン入力はファンからのタコメータ ・ パルスの
間隔を測定するので、 ファン速度が遅くなるほどカウントは大き
くなります。 ファン入力はデジタル入力であり、 遷移レベルは
「電気的特性」 の 「Fan Tach Pulse Inputs」 に基づきます。 フ   
ルスケールのファン ・ カウントは 255 (8 ビット ・ カウンタ ) で、 こ 
れはファンが停止しているか、 きわめて低速であることを表して
います。公称速度は153カウントを基準としており、1,100RPM～ 
8,800RPM の範囲でプログラム可能です。 立ち上がり時間や立
ち下がり時間が長いときに備えて、 シグナル ・ コンディショニン
グ回路が搭載されています。

LM96080 は数多くの内部レジスタを備えています。以下に例を
示します。 

• 構成レジスタ : 制御と構成を行います。

• 割り込みステータス ・ レジスタ : 各ウォッチドッグ ・ リミット値ま
たは割り込みイベントのステータスを示す2つのレジスタです。 

• 割り込みマスク・レジスタ : 個々の割り込みソースをマスクする 
ほか、 両方のハードウェア割り込み出力のそれぞれを個別に
マスクできます。

• ファン除数 /RST_OUT/OS レジスタ : このレジスタのビット 0 ～
5 には、 FAN1 入力と FAN2 入力の除数ビットが格納されま
す。ビット 6～ 7は、RST_OUT/OS出力の機能を制御します。 

• OS 構成 / 温度分解能レジスタ : OS ( 過温度シャットダウン )  
の構成は、このレジスタの下位 3 ビットによって制御されます。

ビット 3 は、 12 ビット温度変換をイネーブルにします。 ビット
4 ～ 7 には、 12 ビット分解能での温度読み出し値の下位 4
ビットが反映されます。 

• 変換レート ・ レジスタ : ラウンド ・ ロビン ・ サイクルの変換レー 
トを連続または 728ms に設定します。 

• 電圧 / 温度チャネル ・ ディスエーブル ・ レジスタ : 電圧入力と 
ローカル温度変換をディスエーブルにできます。 

• 数値 RAM: 温度、 電圧、 ファン ・ カウント、 ファン除数 / 
RST_OUT/OS レジスタのリミット値に関する監視結果はすべ
て数値 RAM に格納されます。 数値 RAM は合計 32 バイト
で構成されます。最初の 10 バイトにはすべての監視結果が、
次の 20 バイトにはウォッチドッグ ・ レジスタのリミット値が、 最
上位の 2 バイトにはメーカー ID とデバイス ・ ステッピング / ダ
イ ・ レビジョン ID 格納されます。

LM96080 は、 標準モード (Sm、 100kbps) と高速モード (Fm、
400kbps) という I2C インタフェースの 2 つの動作モードに対応し
ています。 I2C デジタル制御ライン上にアナログ ・ フィルタを搭
載してノイズ耐性を改善し、 SDA や SCL に対する TIMEOUT
リセット機能をサポートして I2C バスのロックアップを防止してい
ます。 3 つのアドレス ・ ピン (A0 ～ A2) により、 単一のバス上
で最大 8 個のデバイスに対応できます。 

LM96080 はイネーブルになると、 各測定を順番に実行し、 変
換レート・レジスタ ( アドレス 07h) の設定に基づいてこの動作を
繰り返します。 各測定値は、 ウォッチドッグ、 すなわちリミット ・
レジスタ ( アドレス 2Ah ～ 2Dh) に格納された値と比較されます。
測定値がプログラム済みリミット値を超えていると、 割り込みス
テータス・レジスタ ( アドレス 01h ～ 02h) 内の対応する割り込み
がセットされます。 

出力割り込みラインについては、 INT と RST_OUT/OS の 2 つ
が用意されています。 INT は、 各割り込みソースのマスクと各
出力のマスクを使って完全にプログラムすることができます。
RST_OUT/OS は、 温度読み出しウォッチドッグ ・ レジスタ専用
です。 ファン除数レジスタには、 ハードウェア割り込みをイネー
ブルまたはディスエーブルにするための制御ビットがあります。 

また、 割り込み出力ピン INT にデイジー ・ チェーン接続可能な
デジタル入力も備えています。 このデイジー・チェーン接続は、
複数の外付け温度センサ (LM75 または LM73) を BTI ( 基板温 
度割り込み ) 入力や GPI ( ケース開閉 ) 入力に接続すれば可能 
になります。 GPI 入力は、 PC のケースが開けられたときなどに
ラッチする外付け回路からアクティブHigh信号を入力するように
設計されています。
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2.0 インタフェース

2.1 LM96080 の内部レジスタ

TABLE 1.  The internal registers and their corresponding internal LM96080 address are as follows:

2.2 シリアル ・ バス ・ インタフェース

(a) Internal Address Register Set Only

(b) Internal Address Register Set with Data Byte Write

レジスタ LM96080 の内部
アドレス (16 進数 )

電源投入時の値
(2 進数 )

説明

構成レジスタ 00h 0000 1000

割り込みステータス ・ レジスタ 1 01h 0000 0000

割り込みステータス ・ レジスタ 2 02h 0000 0000

割り込みマスク ・ レジスタ 1 03h 0000 0000

割り込みマスク ・ レジスタ 2 04h 0000 0000

ファン除数 /RST_OUT/OS レジスタ 05h 0001 0100 FAN1 および FAN2 の除数＝ 2  
(153 カウント＝ 4,400RPM)

OS 構成 / 温度分解能レジスタ 06h 0000 0001

変換レート ・ レジスタ 07h 0000 0000

電圧 / 温度チャネル ・ ディスエーブル ・
レジスタ

08h 0000 0000 電圧監視入力をディスエーブルにすることが可能

数値 RAM 20h ～ 29h 不定 入力およびファンの読み出し値

数値 RAM 2Ah ～ 3Dh 不定 リミット ・ レジスタ

数値 RAM 3Eh 0000 0001 メーカー ID

数値 RAM 3Fh 0000 1000 ステッピング / ダイ ・ レビジョン ID
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(c) Single Byte Read from Register with Preset Internal Address Register

(d) Double Byte Read from Register with Preset Internal Address Register

(e) Single Byte Read from Register with Internal Address Set using a Repeat Start

(f) Double Byte Read from Register with Internal Address Set using a Repeat Start

FIGURE 2. Serial Bus Timing
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シリアル・バスの制御ラインは、 SDA ( シリアル・データ )、 SCL 
( シリアル ・ クロック )、 A0 ～ A2 ( アドレス ) の各ピンで構成さ 
れています。 LM96080 はスレーブとしてのみ動作できます。
SCL ラインはシリアル ・ インタフェースのみを制御し、 A/D コン
バータやファン・カウンタなど LM96080 内のその他のクロック機
能はすべて、 別の非同期内部クロックによって制御されます。 

シリアル ・ バス ・ インタフェースを使用する場合、 書き込みは必
ず、 LM96080 のシリアル ・ バス ・ インタフェース ・ アドレス ・ バ
イト、 内部アドレス ・ レジスタ ・ バイト、 データ ・ バイトの順序で
行われます。 

読み出しには、 次の 2 つの場合があります。 

1. 内部アドレス ・ レジスタが目的のアドレスであることが判明し
ている場合は、 シリアル ・ バス ・ インタフェース ・ アドレス ・
バイトに続いて、 LM96080 から読み出されたデータ ・ バイ
トを読み出します。

2. 内部アドレス ・ レジスタの値が不明な場合は、 シリアル ・ バ
ス ・ インタフェース ・ アドレス ・ バイトに続いて、 内部アドレ
ス ・ レジスタ ・ バイトを LM96080 に書き込みます。 次に、
シリアル通信を再開し、 シリアル ・ バス ・ インタフェース ・
アドレス・バイトに続いて、 LM96080 から読み出されたデー
タ ・ バイトを読み出します。

LM96080 での電源投入時のデフォルト ・ シリアル ・ バス ・ アド
レスは、 2 進数で 0101(A2)(A1)(A0) です。 A0 ～ A2 はシリア
ル ・ バス ・ アドレスを表します。 

LM96080 でサポートされている通信の組み合わせをすべて、
Figure 2 のシリアル ・ バス ・ インタフェース ・ タイミング図に示し 
ます。
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3.0 LM96080 の使用法

3.1 電源投入

LM96080 は初回の電源投入時、 一部のレジスタに対して 「パ
ワーオン ・ リセット」 を実行します。 Table 1 に、 電源投入時の 
各レジスタの状態を示します。 電源投入時の値が示されていな
いレジスタは、 電源投入時の状態が不定です ( これには数値
RAM とウォッチドッグ ・ リミット値も含まれます )。 ほとんどのア
プリケーションでは通常、 電源投入後の最初の動作としてウォッ
チドッグ ・ リミット値を数値 RAM に書き込みます。

3.2 リセット

構成レジスタの INITIALIZATION ビット ( アドレス 00h、 ビット
7) では、 パワーオン ・ リセットと同じ動作が行われます。 電源
投入直後は、 数値 RAM の変換結果 ( アドレス 20h ～ 29h) と
数値 RAM のウォッチドッグ・リミット値 ( アドレス 2Ah ～ 3Dh) は
リセットされず、 不定になっています。 数値 RAM に有効な変
換結果が格納されているか、 数値 RAM のウォッチドッグ・リミッ
ト値がすでに設定されている場合には、 これらの値は構成レジ
スタの INITIALIZATION の影響を受けません ( アドレス 3Eh と
3Fh を除きます )。 パワーオン ・ リセットまたは構成レジスタの
INITIALIZATION ビットによって、 次のレジスタがクリアまたは
初期化されます ( 初期値は Table 1 を参照 )。 

1. 構成レジスタ

2. 割り込みステータス ・ レジスタ 1

3. 割り込みステータス ・ レジスタ 2

4. 割り込みマスク ・ レジスタ 1

5. 割り込みマスク ・ レジスタ 2

6. ファン除数 /RST_OUT/OS レジスタ

7. OS 構成 / 温度分解能レジスタ

8. 変換レート ・ レジスタ

9. 電圧 / 温度チャネル ・ ディスエーブル ・ レジスタ

10. 数値 RAM レジスタ ( アドレス 3Eh と 3Fh のみ )

構成レジスタの INITIALIZATION は、 構成レジスタ ( アドレス
00h) のビット 7 を High にセットすると実行されます。 このビット
はセット後、 自動的にクリアされます。 

NTEST_IN/Reset_IN ピンを 50ns 以上 Low にすると、LM96080
を 「パワーオン状態」 にリセットできます。 

3.3 構成レジスタの使用法

構成レジスタ ( アドレス 00h) は、 LM96080 の制御を行います。
電源を投入すると、 A/D コンバータが停止し、 INT_Clear ( ビッ 
ト 3) がアサートされ、 INT および RST_OUT/OS ハードワイヤ出
力がクリアされます。構成レジスタは、LM96080 の起動と停止、
INT 出力のイネーブルとディスエーブル、 GPI (CI) ピンや GPO 
I/O ピンのクリアとセット、 RST_OUT/OS ピンのリセット ・ パルス
の起動を行い、 3.2 セクションで説明したリセット機能を実行しま
す。

構成レジスタのビット 0 (START) は、 LM96080 の監視ループを 
制御します。 ビット 0 を Low にセットすると、 LM96080 の監視
ループが停止し、 LM96080 がシャットダウン・モードに入って、
消費電力が減少します。 シリアル ・ バスの通信は LM96080 の

いずれのレジスタでも可能ですが、 このラインで活動が行なわ
れると消費電流が増加します。 ビット 0 を High にセットすると、
後で説明するように、 監視ループが開始されます。 

構成レジスタのビット 1 (INT イネーブル ) を High にセットする 
と、 INT 割り込みのハードワイヤ出力がイネーブルになります。 

構成レジスタのビット 2 (INT 極性選択 ) は、 INT ピンを NMOS 
にするか PMOS オープンドレインにするかを定義します。 

ビット 3 (INT_Clear) を High にセットすると、 INT 出力がクリアさ 
れます。 LM96080 の監視機能は、 ビット 3 が Low にセットさ
れるまで停止しています。 割り込みステータス ・ レジスタ ( アド
レス 01h ～ 02h) の内容は影響を受けません。

ビット 4 (RESET) を High にセットすると、 OS ピン ・ イネーブル 
( アドレス 05h、 ビット 6) ＝ 0 および RST イネーブル ( アドレス
05h、 ビット 7) ＝ 1 の場合、 RST_OUT/OS 出力から 10ms の
RESET 信号が発信されます。 

ビット 5 (Chassis Clear) を High にセットすると、 GPI ( ケース開   
閉 ) ピンが 10ms の間 Low になります。

構成レジスタのビット 6 (GPO) は、 GPO 出力をセットまたはクリ 
アします。 このピンは、 外付けの電源制御 MOSFET をアクティ
ブ化することにより、 ソフトウェア電源制御で利用できます。 

3.4 変換の開始

LM96080 の監視機能 ( アナログ入力、 温度、 ファン速度 ) は、
構成レジスタへの書き込みを行い、INT_Clear ( ビット 3) を Low 
に、 START ( ビット 0) を High にセットすることによって開始され 
ます。 LM96080 はすべてのアナログ入力、 温度、 ファン速度
入力に対してラウンド ・ ロビン式監視を実行します。 監視対象
項目の順序は、 以下に示すように、 数値 RAM 内での位置に
対応しています ( 温度読み出しを除きます )。 

1. 温度

2. IN0

3. IN1

4. IN2

5. IN3

6. IN4

7. IN5

8. IN6

9. Fan 1

10. Fan 2

3.5 変換結果の読み出し

変換結果は数値 RAM ( アドレス 20h ～ 29h) から得られます。 
変換結果はいつでも読み出すことができ、 最新の変換結果を
得られます。 通信の開始時に変換が実行中であると、 その変
換が完了しても、 通信が完了するまで内部レジスタは更新され
ません。 

LM96080 の電源投入時におけるイベントは通常、 次の順序で
行われます。 

1. ウォッチドッグ ・ リミット値の設定

2. 割り込みマスクの設定

3. LM96080 監視プロセスの開始
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4.0 アナログ入力

10 ビット A/D コンバータの LSB は 2.5mV (2.56/210) なので、入 
力範囲は 0V ～ 2.5575V (2.56 - 1LSB) になります。 これは、 す   
べてのアナログ入力に当てはまります。 ほとんどの監視アプリ
ケーションでは通常、 これらの入力は電源に接続されます。
2.5V、 3.3V、 ± 5V、 ± 12V の入力は、 外付け抵抗で入力
範囲内の目標値まで減衰させる必要があります。 どのような場
合でも、 V ＋を超えないように注意してください。 

Figure 3 に示すような一般的なアプリケーションでは、 LM96080 
のアナログ入力を 1.9V にする入力分圧抵抗が選択されます。
これは適切な電圧分解能を得るには十分高い値であり、 電源
電圧の上昇に対しても約 25％の余裕を備えています。 抵抗の
選択を容易にするには、 まず R2 の値を設定してください。 R2
と R4 の値は 10kΩ ～ 100kΩ の間で選択します。 これは、 入
力漏れ電流による誤差を防ぐには十分低い値であり、オーバー
ドライブ状態での入力を保護し、 ソースの負荷を最小限に抑え
るには十分に高い値です。 次に、 Figure 3 に示すように、 入 
力が 1.9V になるように R1 と R3 を選択します。 

FIGURE 3. Input Examples. Resistor values shown in 
table provide approximately 1.9V at the analog inputs.

TABLE 2.  VIN = 1.9V for Different R Values

入力電圧が正の場合、 R1 の計算式は次のようになります。 

R1 ＝ [ (VS － VIN) / VIN] R2

入力電圧が負の場合、 R3 の計算式は次のようになります。 

R3 ＝ [ (VS － VIN) / (VIN － 5V)] R4

入力電流が 「絶対最大定格」 の 「各ピンの入力電流」 の値を
超えないように外付け抵抗を接続する必要があります。 通常は
入力にアッテネータ ・ ネットワークを接続すれば、 この条件を満
たせます。 LM96080 の電源オフ時にアッテネータをターンオン
せずに入力が行われる可能性のある場合は、 約 10kΩ の抵抗
を入力と直列に追加して入力電流の制限が必要です。 

5.0 消費電流 (I ＋ ) 

「電気的特性」 の消費電流 (I ＋ ) の測定値は、 特定の電源電
圧におけるラウンド ・ ロビン式変換とシャットダウン ・ モードのみ
に適用されます。 異なる電源電圧おけるラウンド ・ ロビン ・ モー
ドの消費電流 I ＋を計算するには、 次の式を使います。

FIGURE 4. I+ Calculation

I ＋
TEMP、 I ＋

VOLTAGE、 I ＋
SHUTDOWN の各値は、 「代表的

な性能特性」 のグラフから取得できます。

電圧
測定値

(VS)

R1 または
R3 

R2 または
R4

アナログ入力
での電圧

(ADC コード 760)

＋ 2.5V 23.7kΩ 75kΩ ＋ 1.9V

＋ 3.3V 22.1kΩ 30kΩ ＋ 1.9V

＋ 5.0V 24kΩ 14.7kΩ ＋ 1.9V

＋ 12V 160kΩ 30.1kΩ ＋ 1.9V

－ 12V 160kΩ 35.7kΩ ＋ 1.9V

－ 5V 36kΩ 16.2kΩ ＋ 1.9V
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6.0 レイアウトとグラウンド

アナログ入力では、 AGND ピンか、 低ノイズの電源を基準にし
たときに最適な精度を得られます。アナログ・グラウンドの場合、
独立した低インピーダンスのグラウンド ・ プレーンを用意して、
分圧抵抗とアナログ部品のグラウンド点にすれば最適な性能を
得られますが、 必須ではありません。 分圧抵抗などのアナログ
部品は、 物理的に LM96080 のできる限り近くに配置する必要
があります。

V ＋、 ピン 9、 グラウンドの間に 10μF ( 電解またはタンタル ) 
と 0.1μF ( セラミック ) のバイパス ・ コンデンサを並列接続した 
電源バイパスも、 LM96080 のできる限り近くに配置してくださ
い。

7.0 ファン入力

タコメータ出力を備えたファンからの信号を受け入れる入力が
用意されています。 これは、 「電気的特性」 の 「Fan Tach Pulse  
Inputs」 に基づいて設定されたロジック ・ レベル入力です。
LM96080 のシグナル ・ コンディショニングは、 ファン ・ タコメー
タ出力で一般的な遅い立ち上がり時間や立ち下がり時間にも
対応します。 最大入力信号範囲は 0V ～＋ 5.5V です。 0V ～
＋ 5.5V を超えるファン出力から入力がある場合は、 抵抗分圧
回路またはダイオード ・ クランピングを使用して、 入力を許容範
囲内に収める必要があります。 R2 は、 入力漏れ電流による過
度の誤差電圧が生じないように選択します。 R1 は、 R2 に基づ
いて、 最小入力が 2V、 最大入力が 5.5V になるように選択し
ます。 最適なノイズ耐性を得るには、 最大入力が 5.5V に近付
くように R1 をできる限り小さくします。 または、 シャント ・ リファ
レンスかツェナー ・ ダイオードを使用して、 入力レベルをクラン
プしてください。

LM96080 の電源が切断されているときでもファンに電力を供給
できますが、 「絶対最大定格」 を満たして LM96080 の入力を
保護しなければなりません。 ほとんどの場合、 プルアップ抵抗
を備えたオープン ・ コレクタ出力では、 基本的にこの電流が制
限されます。 この最大電流を超える可能性がある場合は、 大
容量のプルアップ抵抗を使用するか、 ファン入力と直列に抵抗
を接続する必要があります。

ファン入力はファン信号の 1 周期の間、 内蔵の 22.5kHz 発信
器を 8 ビット・カウンタ ( 最大カウント＝ 255) にゲートします。デ
フォルトの除数は 2 ( 選択肢は 1、 2、 4、 8) に設定されてお 
り、1 回転あたり 2 パルスを発生する 4,400RPM のファンについ
ては公称 153 カウントになります。 一般的には、 通常の回転数
の 70％をファンの故障と見なしており、 この時点でのカウントは
219 になります。

ファンのカウントは次の式で決定します。

例えば、 タコメータの周波数が 150Hz の場合、 回転数は 4,500
[RPM ＝ ( 周波数 ) × (60 秒 / 分 ) / (2 パルス / 回転 ) ] になり   
ます。 デフォルトの除数は 2 なので、 上の式によるとカウントは
150 になります。 

ファン 1 とファン 2 の除数は、 ファン除数 /RST_OUT/OS レジス
タ ( アドレス 05h) によってプログラム可能です。

FAN1 と FAN2 の入力は、 レベル ・ センス割り込み入力として
もプログラムできます。

1 回転あたり 1 パルスしか発生しないファンの場合は、 2 パルス
発生するファンの 2 倍に除数を設定して、 公称ファン ・ カウント
を 153 で維持してください。したがって、公称回転数 4,400RPM
で 1 回転あたり 1 パルス発生するファンでは、 除数を 4 に設定
します。

(a) Fan with Tach Pull-Up to +5V

(b) Fan with Tach Pull-Up to +12V, or Totem-Pole Output and Resistor Attenuator
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(c) Fan with Tach Pull-Up to +12V and Diode Clamp

(d) Fan with Strong Tach Pull-Up or Totem Pole Output and Diode Clamp

FIGURE 5. Alternatives for Fan Inputs

次の表に、 さまざまな除数と周波数を使ったカウントの計算例を
示します。 カウントは、 1 回転あたり 2 パルスのタコメータ出力
に基づいています。

RPM 1 回転あたりの時間 「2 で除算」 した場合のカウント
( デフォルト、 10 進数 )

コメント

4400 13.64ms 153 カウント 標準の RPM
3080 19.48ms 219 カウント 70％の RPM
2640 22.73ms 255 カウント ( 最大カウント ) 60％の RPM

モード選択 公称 RPM 1 回転あたりの時間
特定の速度でのカウント

(10 進数 )
70％の
RPM

1 回転あたりの時間
(70％の RPM の場合 )

1 で除算 8800 6.82ms 153 6160 9.74ms

2 で除算 4400 13.64ms 153 3080 19.48ms

4 で除算 2200 27.27ms 153 1540 38.96ms

8 で除算 1100 54.54ms 153 770 77.92ms
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8.0 温度測定システム

LM96080 のデルタ -VBE 型温度センサとデルタ - シグマ型 A/D
コンバータは、 温度を 9 ビットまたは 12 ビットの 2 の補数に変

換します。 また、 ユーザーによってプログラム可能な高温設定
ポイントおよび過温度設定ポイントや、ヒステリシス値に対して読
み出し値を比較する 8 ビット ・ デジタル ・ コンパレータも搭載さ
れています。

( わかりやすいように非線形のスケールを使用 )

FIGURE 6. 9-bit Temperature-to-Digital Transfer Function

( わかりやすいように非線形のスケールを使用 )

FIGURE 7. 12-bit Temperature-to-Digital Transfer Function
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8.1 温度データ ・ フォーマット

温度データは温度読み出しレジスタ ( アドレス 27h) から読み出
せます。 温度リミット値は、 高温、 高温ヒステリシス、 OS 温度、
OS 温度ヒステリシスの各リミット・レジスタ ( アドレス 38h ～ 3Bh)
に対して読み出しと書き込みが可能です。 これらのリミット値は
それぞれ、 Thot、 Thot hyst、 Tos、 Tos hyst とも呼ばれます。 各  
リミット値は、 LSB ( 最下位ビット ) が 1 ℃に相当する、 8 ビット 
の 2 の補数で表現されます。

デフォルトでは、 温度読み出しレジスタは、 1LSB が 0.5 ℃の
分解能である 2 の補数形式の 9 ビット ・ デジタル ・ データで表
わされます。

温度レジスタのデータは、1LSB が 0.0625 ℃である 2 の補数形
式の 12 ビット ・ デジタル ・ データでも表せます。

シングル・バイト読み出しの場合、温度読み出し値の 8MSB ( 最 
上位ビット ) は、 数値 RAM ( アドレス 27h) に格納されます。 温 
度読み出し値の残りは、 OS 構成 / 温度分解能レジスタ ( アドレ
ス 06h) のビット 4 ～ 7 に格納されます。 9 ビット ・ フォーマット
では、 ビット 7 のみが有効なビットです。 また、 レジスタ ・ アド
レス 27h でダブル・バイト読み出しを行なうと、 9 ビットまたは 12
ビットをすべて読み出せます。

8.2 温度割り込み

温度読み出しについては、 LM96080 の INT 出力と OS 出力に
影響を与える数値 RAM のウォッチドッグ ・ リミット値が 4 つあり
ます。 4 つのリミット値とは、 Thot、 Thot hyst、 Tos、 Tos hyst の各  
リミット ・ レジスタ ( アドレス 38h ～ 3Bh) です。 割り込み動作
モードには、 「デフォルト割り込み」 モード、 「ワンタイム割り込
み」 モード、 「コンパレータ」 モードの 3 種類があります。
LM96080 の OS 出力は、 「ワンタイム割り込み」 モードと 「コン
パレータ」 モードにプログラムできます。 INT は、 「デフォルト
割り込み」 モードと 「ワンタイム割り込み」 モードにプログラムで
きます。 各モードについて説明します ( 温度割り込み応答図を
参照 )。 

「デフォルト割り込み」 モードでは次のように動作します。 Thot を
超えると割り込みが発生し、 割り込みステータス・レジスタ 1 ( ア 
ドレス 01h) を読み出してリセットするか、 構成レジスタの
INT_Clear ビット ( アドレス 00h、 ビット 3) でクリアするまで、 割
り込みのアクティブ状態が維持されます。Thotを超えることによっ
て割り込みイベントが発生すると、 リセットされても、 次回の温
度変換の完了後に再び割り込みが発生します。温度が Thot hyst 
未満になるまで割り込みは発生を繰り返し、 Thot hyst 未満になる 
と、 割り込み出力が自動的にクリアされます。 

「ワンタイム割り込み」 モードでは次のように動作します。 Thot を
超えると割り込みが発生し、 割り込みステータス ・ レジスタ 1 を
読み出してリセットするか、 構成レジスタの INT_Clear ビットでク
リアするまで、 割り込みのアクティブ状態が維持されます。 Thot
を超えることによって割り込みイベントが発生し、 リセットされる
と、温度が Thot hyst 未満になるまで割り込みは再発生しません。

「コンパレータ」 モードでは次のように動作します。 Tos を超える
と OS 出力が Low になります ( デフォルト )。 温度が Tos hyst 未 
満になるまで、OS の Low 状態が維持されます。温度が Tos hyst 
未満になると、 OS は High になります。 

温度 デジタル出力

2 進数 16 進数

＋ 125 ℃ 0111 1101 7Dh

＋ 25 ℃ 0001 1001 19h

＋ 1.0 ℃ 0000 0001 01h

＋ 0 ℃ 0000 0000 00h

－ 1.0 ℃ 1111 1111 FFh

－ 25 ℃ 1110 0111 E7h

－ 55 ℃ 1100 1001 C9h

温度 デジタル出力

2 進数 16 進数

＋ 125 ℃ 0 1111 1010 0 FAh

＋ 25 ℃ 0 0011 0010 0 32h

＋ 1.5 ℃ 0 0000 0011 0 03h

＋ 0 ℃ 0 0000 0000 0 00h

－ 0.5 ℃ 1 1111 1111 1 FFh

－ 25 ℃ 1 1100 1110 1 CEh

－ 55 ℃ 1 1001 0010 1 92h

温度 デジタル出力

2 進数 16 進数

＋ 125 ℃ 0111 1101 0000 7 D0h 

＋ 25 ℃ 0001 1001 0000 1 90h 

＋ 1.0 ℃ 0000 0001 0000 0 10h 

＋ 0.0625 ℃ 0000 0000 0001 0 01h 

0 ℃ 0000 0000 0000 0 00h

( － 0.0625) ℃ 1111 1111 1111 F FFh 

( － 1.0) ℃ 1111 1111 0000 F F0h 

( － 25) ℃ 1110 0111 0000 E 70h 

( － 55) ℃ 1100 1001 0000 C 90h 
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9.0 LM96080 の割り込みの構成

FIGURE 8. Interrupt Structure

Figure 8 に、 LM96080 の割り込みの構成を示します。 ゲートの 
各入力の横に記載された数値は、 レジスタとビットのアドレスを
表しています。 例えば、 INT_Clear 00h[3] はレジスタ ・ アドレ 
ス 00h のビット 3、 INT_Clear を表しています。 LM96080 では、
アナログ、 温度、 ファン入力にある各内部ウォッチドッグ ・ レジ
スタの結果として割り込みを生成します。 

9.1 割り込み入力

外部割り込みは、 以下のソースからの入力が可能です。 ラベ
ルは割り込みの種類やソースを示していますが、 用途を制限す
るものではなく、 どのようなソースからも入力できます。 

• BTI ( 基板温度割り込み ) - LM75 温度センサの過温度   
シャットダウン (O.S.)出力からのアクティブLow割り込みです。
LM75 の O.S. 出力は、 プログラムされたスレッショルドを温度
が超えるとアクティブになります。 O.S. 出力のワイヤを
LM96080 の BTI 入力に OR 接続すれば、最大 8 つの LM75
を単一のシリアル ・ バスに接続できます。 いずれかの LM75
の温度がプログラムされたリミット値を超えると、BTI が Low に
なります。 このようにすると、 割り込みステータス ・ レジスタ 2
( アドレス 02h) のビット 1 を利用して、過温度条件の発生を通
知する割り込みを生成できます。 この機能をディスエーブル
にするには、 割り込みマスク・レジスタ 2 ( アドレス 04h) のビッ 
ト 1 を High にセットします。 このピンは、 10kΩ の内部プル
アップ抵抗も備えています。 

• GPI ( ケース開閉 ) - ケース開閉状態を検出する、 あらゆる種   
類のデバイスからのアクティブ High 割り込み入力です。 これ
は機械的、 光学的、 電子的な方法で可能ですが、 LM96080
に外付けされた回路がイベントをラッチする必要があります。
この割り込みは、 割り込みステータス ・ レジスタ 2 ( アドレス 
02h) のビット 4 を使って読み出し、 割り込みマスク ・ レジスタ
2 ( アドレス 04h) のビット 4 を使ってディスエーブルにします。 
LM96080 は設計上、 電力が LM96080 に供給されていない
状態でもこの入力を High にすることが可能で、 クランピング
やこのラインに対するその他の干渉は発生しません。 標準的
なケース開閉検出回路については、 LM96080 によってこの
ラインを 10ms 以上 Low にするとリセットできます。 このリセッ
トは、 構成レジスタ ( アドレス 00h) のビット 5 を High にセット
して行います。 このビットは自動的にクリアされます。 

• INT_IN - このアクティブ Low の割り込みは、 ほかのデバイ  
スからの INT ( 割り込み ) を LM96080 経由でプロセッサに伝 
えるためのものです。 このピンを Low にすると、 割り込みス
テータス・レジスタ 1 ( アドレス 01h) のビット 7 が High になり、 
この割り込みが検出されたことを示します。 INT_IN が Low の
場合に構成レジスタ ( アドレス 00h) のビット 1 をセットすれば、
出力 INT ピンも Low にできます。 この機能をディスエーブル
にするには、 割り込みマスク・レジスタ 1 ( アドレス 03h) のビッ 
ト 7 を High にセットします。

9.2 割り込み出力

すべての割り込みは、 2 つの割り込みステータス・ レジスタで示
されます。 

• INT - 出力ピンです。 入力 INT_IN ピンと混同しないでくださ 
い。 このピンは、 INT_IN、 BTI、 または GPI 割り込みが発
生したときにアクティブになります。 3.3 セクションで説明したよ
うに、 構成レジスタ ( アドレス 00h) のビット 1 が High にセット
されると、 INT はイネーブルになります。 構成レジスタのビッ
ト 2 とビット 3 は、 INT 割り込みラインの極性と状態の設定に
も使用できます。

• OS - 温度読み出しウォッチドッグ専用です。RST_OUT/OS ピ 
ンの OS 機能をイネーブルするには、 ファン除数 /RST_OUT/
OS レジスタ ( アドレス 05h) で OS のイネーブル ・ ビット ( ビッ
ト 6) を High にセットし、 RST のイネーブル ・ ビット ( ビット 7)
を Low にセットする必要があります。 OS ピンには、 「ワンタイ
ム割り込み」 と 「コンパレータ」 の 2 つの動作モードがありま
す。 OS 構成 / 温度分解能レジスタ ( アドレス 06h) のビット 2
を High にすると、 「ワンタイム割り込み」 モードが選択されま
す。 ビット 2 を Low にすると、 「コンパレータ」 モードが選択
されます。 OS ピンと異なり、 割り込みステータス ・ レジスタ 2
の OS ビット ( アドレス 02h、 ビット 5) は 「デフォルト割り込み」
モードと 「ワンタイム割り込み」 モードで動作します。 割り込
みマスク ・ レジスタ 2 ( アドレス 04h) のビット 5 を Low にする 
と、OS ビットを INT ピンに対してマスクできます。「コンパレー
タ」、 「デフォルト割り込み」、 「ワンタイム割り込み」 の各モー
ドの詳細については、 8.1 セクションを参照してください。 
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9.3 割り込みのクリア

割り込みステータス・レジスタ ( アドレス 01h ～ 02h) を読み出す
と、 レジスタの内容が出力され、 レジスタがリセットされます。 す
なわち、 割り込みステータス ・ レジスタは、 読み出しのたびに
クリアされます。 割り込みステータス ・ レジスタがクリアされると、
監視ループによってレジスタが更新されるまで、 INT 出力ピンも
クリアされた状態になります。 INT 出力ピンは、 割り込みステー
タス ・ レジスタの内容に影響を与えることなく、 INT_Clear ビット
( アドレス 00h、 ビット 3) によってクリアされます。 このビットが
High になると LM96080 の監視ループは停止し、 Low になると
再開します。 

10.0 RST_OUT 出力と GPO 出力 

PC アプリケーションでは、 オープンドレインの GPO が外付けの
PMOS パワー ・ スイッチへのゲート ・ ドライブ信号として機能し
ます。 ソフトウェア電源制御を使用する場合、 この外付け
MOSFET は、 フロント ・ パネルのパワー ・ スイッチの状態にか
かわらず電源オン状態を維持します。 アプリケーションによって
は、 この信号の用途はラベルが示す機能に制限されていませ
ん。 例えば、 LM96080 には温度検出機能が搭載されているの
で、 GPO 出力を冷却ファンの電源制御にも利用できます。 構
成レジスタ ( アドレス 00h) のビット 6 を High にセットすると、GPO
はアクティブ Low になります。

RST_OUT は、 このラインに接続されたデバイスのマスタ・リセッ
トとして機能させるためのものです。 この機能をイネーブルにす
るには、 RST_OUT/OS 制御ビットである RST イネーブル ( アド
レス 05h のビット 7) を High にセットする必要があります。 構成
レジスタ ( アドレス 00h) の RESET ( ビット 4) を High にセットす 
ると、 このラインから 10ms 以上の Low パルスが出力され、 終
了時に構成レジスタのビット 4 が自動的にクリアされます。 この
ピ ンの ラ ベ ル も、 単 に 推 奨 用 途 を 示 し て い る だ けで す。
RST_OUT 機能が不要なアプリケーションでは、10ms のアクティ
ブLowオープンドレイン出力を必要とするあらゆる種類のデジタ
ル制御にこのピンを使用できます。

11.0 NAND ツリー ・ テスト

LM96080 では、 自動テスト装置 (ATE) の基板レベルの接続性
テスト向けに NAND ツリーが用意されています。 ユーザーがロ
ジック 0 を NTEST_IN/Reset_IN 入力ピンに適用すると、 デバイ
スは NAND ツリー・テスト・モードになります。 A0/NTEST_OUT
は、 NAND ツリー出力ピンになります。 NAND ツリー ・ テスト
を実行するには、NAND ツリーに含まれるピンをすべて 1 にセッ
トする必要があります。 IN0 からテストを開始し、 チップの周囲
を時計回りに進みながら、 各ピンの切り替えを行ない、 切り替
え結果を A0/NTEST_OUT に示します。 GNDA ( アナログ ・ グ 
ラウンド )、 GND ( デジタル ・ グラウンド )、 V ＋ ( 電源 )、 A0/  
NTEST_OUT、 NTEST_IN/Reset_IN、 RST_OUT/OS の各ピン
は、 NAND ツリー ・ テストから除外されます。 伝播遅延時間は
500ns (typ) です。
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12.0 レジスタおよび RAM

12.1 アドレス ・ レジスタ

レジスタでのビット割り当ては以下のとおりです。

12.2 アドレス ・ ポインタ ・ インデックス (A7 ～ A0)

12.3 構成レジスタ — アドレス 00h

パワーオン ・ デフォルト <7:0> ＝ 00001000 (2 進数 )

ビット 名称 読み出し / 書き込み 説明

7 ～ 0 アドレス ・ ポインタ 読み出し / 書き込み RAM およびレジスタのアドレス。 詳細は下表を参照。

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0

アドレス ・ ポインタ ( パワーオン ・ デフォルトは 00h)
A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 A0

レジスタおよび RAM A7 ～ A0 (16 進数 ) 電源投入時のレジスタの値 : <7:0> (2 進数 )

構成レジスタ 00h 0000 1000 

割り込みステータス ・ レジスタ 1 01h 0000 0000 

割り込みステータス ・ レジスタ 2 02h 0000 0000 

割り込みマスク ・ レジスタ 1 03h 0000 0000 

割り込みマスク ・ レジスタ 2 04h 0000 0000 

ファン除数 /RST_OUT/OS 05h 0001 0100 

OS 構成 / 温度分解能レジスタ 06h 0000 0001

変換レート ・ レジスタ 07h 0000 0000

チャネル ・ ディスエーブル ・ レジスタ 08h 0000 0000

数値 RAM 20h ～ 3Fh レジスタ 3Eh のデフォルトは 0000 0001
レジスタ 3Fh のデフォルトは 0000 1000

ビット 名称 読み出し / 書き込み 説明

0 START 読み出し / 書き込み 1 にすると監視動作が起動し、 0 にするとデバイスがシャットダウン ・ モードになりま
す。

Note: 「INT_Clear」 ビットと異なり、 割り込み発生後にユーザーがこの位置へ 0 を 
書き込んでも、 割り込みピン出力はクリアされません。 起動時には、 リミット ・ チェッ
ク機能とスキャンが開始されます。 このビットを High にセットする前に、 すべてのリ
ミット値を数値 RAM に設定しておく必要があります。

1 INT イネーブル 読み出し / 書き込み 1 にすると、 INT 割り込み出力がイネーブルになります。

2 INT 極性選択 読み出し / 書き込み 1 にするとアクティブ High のオープン ・ ソース出力が選択され、 0 にするとアクティ
ブ Low のオープンドレイン出力が選択されます。

3 INT_Clear 読み出し / 書き込み 1 にすると、 割り込みステータス ・ レジスタの内容に影響を与えずに、 INT 出力が
ディスエーブルになります。 デバイスは監視を停止します。 このビットがクリアされる
と、 監視を再開します。 

4 RESET 読み出し / 書き込み 1 にすると、 ファン除数 /RST_OUT/OS レジスタ ( アドレス 05h) がビット 7 ＝ 1 およ

びビット 6 ＝ 0 であれば、 RST_OUT から 10ms 以上のアクティブ Low リセット信号

が出力されます。 パルスが非アクティブになると、 このビットはクリアされます。

5 Chassis Clear 読み出し / 書き込み 1 にすると、 GPI ( ケース開閉 ) ピンがクリアされます。 10ms 経過後にこのビットも 
自動的にクリアされます。

6 GPO 読み出し / 書き込み 1 にすると、 GPO ( 汎用出力 ) ピンが Low になります。

7 INITIALIZATION 読み出し / 書き込み 1 にすると、 構成レジスタ、 割り込みステータス ・ レジスタ、 割り込みマスク ・ レジ
スタ、 ファン除数 /RST_OUT/OS レジスタ、 OS 構成 / 温度分解能レジスタ、 変換
レート ・ レジスタ、 チャネル ・ ディスエーブル ・ レジスタ、 メーカー ID レジスタ、 ス
テッピング / ダイ ・ レビジョン ID レジスタがパワーオン ・ デフォルト値に戻ります。 こ
のビットは自動的にクリアされます。 電源投入時のデフォルトは 0 です。
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12.4 割り込みステータス ・ レジスタ 1 — アドレス 01h

パワーオン ・ デフォルト <7:0> ＝ 0000 0000 (2 進数 )

12.5 割り込みステータス ・ レジスタ 2 — アドレス 02h

パワーオン ・ デフォルト <7:0> ＝ 0000 0000 (2 進数 )

12.6 割り込みマスク ・ レジスタ 1 — アドレス 03h

パワーオン ・ デフォルト <7:0> ＝ 0000 0000 (2 進数 )

ビット 名称 読み出し / 書き込み 説明

0 IN0 読み出しのみ 上限値または下限値を超えると、 1 になります。

1 IN1 読み出しのみ 上限値または下限値を超えると、 1 になります。

2 IN2 読み出しのみ 上限値または下限値を超えると、 1 になります。

3 IN3 読み出しのみ 上限値または下限値を超えると、 1 になります。

4 IN4 読み出しのみ 上限値または下限値を超えると、 1 になります。

5 IN5 読み出しのみ 上限値または下限値を超えると、 1 になります。

6 IN6 読み出しのみ 上限値または下限値を超えると、 1 になります。

7 INT_IN 読み出しのみ INT_IN で Low が検出されると、 1 になります。

ビット 名称 読み出し / 書き込み 説明

0 高温 読み出しのみ 上限値または下限値を超えると、 1 になります。 「ワンタイム割り込み」 モードおよ
び 「デフォルト割り込み」 モードのみサポートされています (8.2 セクションを参照 )。
このモードは、 割り込みマスク ・ レジスタ 2 ( アドレス 04h) のビット 6 によってセット 
します。

1 BTI 読み出しのみ 基板温度割り込み (BTI) 入力ピンからの割り込みが発生すると 1 になります。 BTI
は複数の LM75 チップの O.S. 出力に接続できます。

2 FAN1 読み出しのみ ファン ・ カウントのリミット値を超えると 1 になります。

3 FAN2 読み出しのみ ファン ・ カウントのリミット値を超えると 1 になります。

4 GPI ( ケース開閉 ) 読み出しのみ GPI ( ケース開閉 ) が High になると 1 になります。

5 OS ビット 読み出しのみ OS 温度の上限値または下限値を超えると 1 になります。「ワンタイム割り込み」モー
ドと 「デフォルト割り込み」 モードのみサポートされています (8.2、 9.2 セクションを
参照 )。 このモードは、 割り込みマスク・レジスタ 2 のビット 7 によってセットします。

6 予備 読み出しのみ

7 予備 読み出しのみ

ビット 名称 読み出し / 書き込み 説明

0 IN0 読み出し / 書き込み 1 にすると、 INT 割り込みの対応する割り込みステータス ・ ビットがディスエーブルになり
ます。

1 IN1 読み出し / 書き込み 1 にすると、 INT 割り込みの対応する割り込みステータス ・ ビットがディスエーブルになり
ます。

2 IN2 読み出し / 書き込み 1 にすると、 INT 割り込みの対応する割り込みステータス ・ ビットがディスエーブルになり
ます。

3 IN3 読み出し / 書き込み 1 にすると、 INT 割り込みの対応する割り込みステータス ・ ビットがディスエーブルになり
ます。

4 IN4 読み出し / 書き込み 1 にすると、 INT 割り込みの対応する割り込みステータス ・ ビットがディスエーブルになり
ます。

5 IN5 読み出し / 書き込み 1 にすると、 INT 割り込みの対応する割り込みステータス ・ ビットがディスエーブルになり
ます。

6 IN6 読み出し / 書き込み 1 にすると、 INT 割り込みの対応する割り込みステータス ・ ビットがディスエーブルになり
ます。

7 INT_IN 読み出し / 書き込み 1 にすると、 INT 割り込みの対応する割り込みステータス ・ ビットがディスエーブルになり
ます。
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12.7 割り込みマスク ・ レジスタ 2 — アドレス 04h

パワーオン ・ デフォルト <7:0> ＝ 0000 0000 (2 進数 )

ビット 名称 読み出し / 書き込み 説明

0 高温 読み出し / 書き込み 1 にすると、 INT 割り込みの対応する割り込みステータス ・ ビットがディスエーブル
になります。

1 BTI 読み出し / 書き込み 1 にすると、 INT 割り込みの対応する割り込みステータス ・ ビットがディスエーブル
になります。

2 FAN1 読み出し / 書き込み 1 にすると、 INT 割り込みの対応する割り込みステータス ・ ビットがディスエーブル
になります。

3 FAN2 読み出し / 書き込み 1 にすると、 INT 割り込みの対応する割り込みステータス ・ ビットがディスエーブル
になります。

4 GPI ( ケース開閉 ) 読み出し / 書き込み 1 にすると、 INT 割り込みの対応する割り込みステータス ・ ビットがディスエーブル
になります。

5 OS ビット 読み出し / 書き込み 1 にすると、 INT 割り込みの対応する割り込みステータス ・ ビットがディスエーブル
になります。

6 高温割り込み 
モード選択 

読み出し / 書き込み 0 にすると、 デフォルト割り込みモードが選択され、 温度が高温リミット値を超えたと
きに割り込みが発生します。 ステータス ・ レジスタが読み出されると割り込みはクリ
アされますが、 次回の変換の完了後に再び割り込みが発生します。 温度がヒステ
リシス ・ リミット値未満になるまで、 発生が繰り返されます。

1 にすると、 ワンタイム割り込みモードが選択され、 温度が高温リミット値を超えたと
きに 1 回だけ割り込みが発生します。 ステータス ・ レジスタが読み出されると、 割
り込みはクリアされます。 温度がヒステリシス ・ リミット値未満になるまで、 新たな割
り込みは発生しません。 これも、 ステータス ・ レジスタが読み出されるとクリアされ
ます。 温度が再び高温リミット値を超えるまで、 これ以上の割り込みは発生しませ
ん。 ステータス ・ レジスタが読み出されるたびに、 ステータス ・ レジスタの対応す
るビットはクリアされますが、 次回の変換が完了してもセットされません (8.2
「Temperature Interrupt Response Diagram」 を参照 )。

7 OS ビット割り込み 
モード選択

読み出し / 書き込み 0 にすると、 デフォルト割り込みモードが選択され、 温度が OS リミット値を超えたと
きに割り込みが発生します。 ステータス ・ レジスタが読み出されると割り込みはクリ
アされますが、 次回の変換の完了後に再び割り込みが発生します。 温度がヒステ
リシス ・ リミット値未満になるまで、 発生が繰り返されます。

1 にすると、 ワンタイム割り込みモードが選択され、 温度が OS リミット値を超えたと
きに 1 回だけ割り込みが発生します。 ステータス ・ レジスタが読み出されると、 割
り込みはクリアされます。 温度がヒステリシス ・ リミット値未満になるまで、 新たな割
り込みは発生しません。 これも、 ステータス ・ レジスタが読み出されるとクリアされ
ます。 温度が再び OS リミット値を超えるまで、 これ以上の割り込みは発生しませ
ん。 ステータス ・ レジスタが読み出されるたびに、 ステータス ・ レジスタの対応す
るビットはクリアされますが、 次回の変換が完了してもセットされません (8.2
「Temperature Interrupt Response Diagram」 を参照 )。
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12.8 ファン除数 /RST_OUT/OS レジスタ — アドレス 05h

電源投入時 – <7:0> ＝ 0001 0100

12.9 OS 構成 / 温度分解能レジスタ — アドレス 06h

パワーオン ・ デフォルト <7:0> ＝ 0000 0001 (2 進数 )

ビット 名称 読み出し / 書き込み 説明

0 FAN1 
モード選択 

読み出し / 書き込み 1 にするとレベル ・ センス入力モードが、 0 にするとファン ・ カウント ・ モードが、 FAN1 入
力ピンに対して選択されます。

1 FAN2 
モード選択

読み出し / 書き込み 1 にするとレベル ・ センス入力モードが、 0 にするとファン ・ カウント ・ モードが、 FAN2 入
力ピンに対して選択されます。

2-3 FAN1 RPM 
制御

読み出し / 書き込み FAN1 の速度制御。
<3:2> ＝ 00 は、 1 で除算。
<3:2> ＝ 01 は、 2 で除算。
<3:2> ＝ 10 は、 4 で除算。
<3:2> ＝ 11 は、 8 で除算。
レベル・センス入力が選択されている場合 : <2> ＝ 1 にするとアクティブ Low 入力が選択 
され (FAN1 入力が Low のときに割り込みが発生 )、 <2> ＝ 0 にするとアクティブ High 入
力が選択されます (FAN1 入力が High のときに割り込みが発生 )。

4-5 FAN2 RPM 
制御

読み出し / 書き込み FAN2 の速度制御。
<5:4> ＝ 00 は、 1 で除算。
<5:4> ＝ 01 は、 2 で除算。
<5:4> ＝ 10 は、 4 で除算。
<5:4> ＝ 11 は、 8 で除算。
レベル・センス入力が選択されている場合 : <4> ＝ 1 にするとアクティブ Low 入力が選択 
され (FAN2 入力が Low のときに割り込みが発生 )、 <4> ＝ 0 にするとアクティブ High 入
力が選択されます (FAN2 入力が High のときに割り込みが発生 )。

6 OS ピン ・ 
イネーブル

読み出し / 書き込み 1 にすると、 RST_OUT/OS 出力ピンで OS モードがイネーブルになり、 このレジスタのビッ
ト 7 が 0 にセットされます。 このレジスタのビット 6 およびビット 7 を 0 にセットすると、
RST_OUT/OS ピンがディスエーブルになります。

7 RST 
イネーブル

読み出し / 書き込み 1 にすると、 RST_OUT/OS ピンが OS モードではなく RST_OUT モードにセットされます。
このレジスタのビット 6 およびビット 7 を 0 にセットすると、 RST_OUT/OS ピンがディスエー
ブルになります。

ビット 名称 読み出し / 書き込み 説明

0 OS ステータス 読み出しのみ OS のステータス。 OS モードでは、 このビットは RST_OUT/OS ピンのステータスを反
映します。

1 OS 極性 読み出し / 書き込み 0 にすると OS がアクティブ Low になり、1 にすると OS がアクティブ High になります。
OS はオープンドレイン出力です。

2 OS モード選択 読み出し / 書き込み 1 にすると OS がワンタイム割り込みモードになり、 0 にすると OS がコンパレータ ・
モードになります (8.2 セクションを参照 )。

3 温度分解能制御 読み出し / 書き込み 0 にするとデフォルトの 8 ビット＋サインの分解能の温度変換が選択され、 1 にすると
11 ビット＋サインの分解能の温度変換が選択されます。

4-7 Temp [3:0] 読み出し / 書き込み 11 ビット＋サインの温度データの下位ニブル (4LSB) の場合 :
<4> ＝ Temp [0] ( ニブル LSB、 0.0625 ℃ )、
<5> ＝ Temp [1]、
<6> ＝ Temp [2]、
<7> ＝ Temp [3] ( ニブル MSB、 0.5 ℃ )。
8 ビット＋サインの温度分解能の場合 :
<7> ＝ Temp [0] (LSB、 0.5 ℃ )、
<4:6> は未定義。
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12.10 変換レート ・ レジスタ — アドレス 07h

パワーオン ・ デフォルト <7:0> ＝ 0000 0000 (2 進数 )

12.11 電圧 / 温度チャネル ・ ディスエーブル ・ レジスタ — アドレス 08h

パワーオン ・ デフォルト <7:0> ＝ 0000 0000 (2 進数 )

ビット 名称 読み出し / 書き込み 説明

0 CR1 読み出し / 書き込み 変換レートを制御します。
0 ＝ 728ms (typ)
1 ＝連続変換。
Note:
— 各電圧チャネル変換には 3ms (typ) かかります。
— 温度変換には、9 ビットの分解能で 3.6ms (typ)、12 ビットの分解能で 23.5ms (typ) かかります。
— 各ファン ・ タコメータ入力は 2 パルスの間監視されます。 ファン ・ タコメータ入力がイネーブル
になるごとに、 2 パルス相当の時間がラウンド ・ ロビン時間に追加されます。

1-7 予備 読み出しのみ 予備 — 常に 0 になります。

ビット 名称 読み出し / 書き込み 説明

0 IN0 読み出し / 書き込み 「1」 にセットすると、 IN0 は次のようになります。
 変換がスキップされ、 ディスエーブルになります。
 レジスタの読み出し値が 0 になります。
 エラー ・ イベントが抑制されます。

1 IN1 読み出し / 書き込み 「1」 にセットすると、 IN1 は次のようになります。
 変換がスキップされ、 ディスエーブルになります。
 レジスタの読み出し値が 0 になります。
 エラー ・ イベントが抑制されます。

2 IN2 読み出し / 書き込み 「1」 にセットすると、 IN2 は次のようになります。
 変換がスキップされ、 ディスエーブルになります。
 レジスタの読み出し値が 0 になります。
 エラー ・ イベントが抑制されます。

3 IN3 読み出し / 書き込み 「1」 にセットすると、 IN3 は次のようになります。
 変換がスキップされ、 ディスエーブルになります。
 レジスタの読み出し値が 0 になります。
 エラー ・ イベントが抑制されます。

4 IN4 読み出し / 書き込み 「1」 にセットすると、 IN4 は次のようになります。
 変換がスキップされ、 ディスエーブルになります。
 レジスタの読み出し値が 0 になります。
 エラー ・ イベントが抑制されます。

5 IN5 読み出し / 書き込み 「1」 にセットすると、 IN5 は次のようになります。
 変換がスキップされ、 ディスエーブルになります。
 レジスタの読み出し値が 0 になります。
 エラー ・ イベントが抑制されます。

6 IN6 読み出し / 書き込み 「1」 にセットすると、 IN6 は次のようになります。
 変換がスキップされ、 ディスエーブルになります。
 レジスタの読み出し値が 0 になります。
 エラー ・ イベントが抑制されます。

7 Temp 読み出し / 書き込み 「1」 にセットすると、 温度は次のようになります。
 変換がスキップされ、 ディスエーブルになります。
 レジスタの読み出し値が 0 になります。
 エラー ・ イベントが抑制されます。
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12.12 数値 RAM— アドレス 20h ～ 3Fh

Note: 電圧およびファンの上限値としてすべて 1 にセットすると ( 温度の場合は 2 進数で 0111 1111)、 電圧が下限値未満になった場合を除いて、 割り込みが 
まったく発生しなくなります。

電圧入力の上限値については、 デバイスは、 リミット値より大きいかどうかの比較を実行します。 下限値については、 リミット値以下であるかどうかの比較
を実行します。

アドレス A7 ～ A0 説明

20h IN0 の読み出し値 (10 ビット )
21h IN1 の読み出し値 (10 ビット )
22h IN2 の読み出し値 (10 ビット )
23h IN3 の読み出し値 (10 ビット )
24h IN4 の読み出し値 (10 ビット )
25h IN5 の読み出し値 (10 ビット )
26h IN6 の読み出し値 (10 ビット )
27h 温度読み出し値 ( 読み出しが容易な 9 ビットまたは 12 ビット )
28h FAN1 の読み出し値

Note: この位置には、 1 回転あたりの内部クロック ・ カウント値が格納されます。

29h FAN2 の読み出し値

Note: この位置には、 1 回転あたりの内部クロック ・ カウント値が格納されます。

2Ah IN0 の上限値 
2Bh IN0 の下限値

2Ch IN1 の上限値

2Dh IN1 の下限値

2Eh IN2 の上限値

2Fh IN2 の下限値

30h IN3 の上限値

31h IN3 の下限値

32h IN4 の上限値

33h IN4 の下限値

34h IN5 の上限値

35h IN5 の下限値

36h IN6 の上限値

37h IN6 の下限値

38h 高温リミット値 ( 上限 ) 
39h 高温ヒステリシス ・ リミット値 ( 下限 ) 
3Ah OS 温度リミット値 ( 上限 )
3Bh OS 温度ヒステリシス ・ リミット値 ( 下限 )
3Ch FAN1 のファン ・ カウント ・ リミット値

Note: ファン速度の下限における内部クロックのカウント値です。

3Dh FAN2 のファン ・ カウント ・ リミット値

Note: ファン速度の下限における内部クロックのカウント値です。

3Eh メーカー ID のデフォルトは常に 0000 0001 です。 このレジスタは書き込み可能であり、 構成レジスタの
INITIALIZATION ビット ( アドレス 00h、 ビット 7) によってデフォルト値にリセットできます。

3Fh ステッピング / ダイ ・ レビジョン ID のデフォルトは常に 0000 1000 です。 このレジスタは書き込み可能であり、
構成レジスタの INITIALIZATION ビットによってデフォルト値にリセットできます。
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生命維持装置への使用について
ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダク ター社の製品は、 ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダク ター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL  
COUNSEL) の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用する こ とは
認められていません。
こ こ で、 生命維持装置またはシステム と は （a） 体内に外科的に使用される こ と を意図された もの、 または (b) 生命を維持あ るいは
支持する ものをいい、 ラベルによ り 表示される使用法に従って適切に使用された場合に、 これの不具合が使用者に身体的障害を与
え る と 予想される ものをいいます。 重要な部品 と は、 生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、 これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因 と な り それらの安全性や機能に影響を及ぼすこ と が予想される ものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関し て、 弊社ではその責を負いません。 

また掲載内容は予告無 く 変更される こ とがあ り ますのでご了承 く だ さい。

ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダク ター ジャパン株式会社

本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料 （日本語 / 英語） はホームページよ り入手可能です。 www.national.com/jpn/

こ の ド キ ュ メ ン ト の内容はナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社製品の関連情報 と し て提供されます。 ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社  
は、 こ の発行物の内容の正確性または完全性について、 いかな る表明または保証もいた し ません。 また、 仕様 と 製品説明を予告な
く 変更する権利を有し ます。 この ド キ ュ メ ン ト はいかなる知的財産権に対する ラ イセン ス も、 明示的、 黙示的、 禁反言によ る惹起、
またはその他を問わず、 付与する ものではあ り ません。

試験や品質管理は、 ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社が自社の製品保証を維持する ために必要と考え る範囲に用いられます。 政府が 
課す要件によ って指定される場合を除き、 各製品のすべてのパラ メ ータの試験を必ずし も実施するわけではあ り ません。 ナシ ョ ナ
ル セ ミ コ ンダ ク ター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社の部品  
を使用し た製品および製品適用の責任は購入者にあ り ます。 ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社の製品を用いたいかな る製品の使用ま 
たは供給に先立ち、 購入者は、 適切な設計、 試験、 および動作上の安全手段を講じ なければな り ません。

それら製品の販売に関するナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社と の取引条件で規定される場合を除き、ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社  
は一切の義務を負わないもの と し、 また、 ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社の製品の販売か使用、 またはその両方に関連する特定目 
的への適合性、 商品の機能性、 ないしは特許、 著作権、 または他の知的財産権の侵害に関連し た義務または保証を含むいかな る表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductor と ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダク ターのロゴはナシ ョ ナル セ ミ コ ンダク ター コーポレーシ ョ ンの登録商標です。その他のブ ラ ン ド     
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。

Copyright © 2011 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧 く だ さい。

外形寸法図 特記のない限り inches (millimeters)

24-Lead Molded Plastic TSSOP
Order Number LM96080CIMT or LM96080CIMTX

NS Package Number MTC24B
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